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三方五湖自然再生協議会

日時：平成28年3月5日（土）
９：３０～１２：００

場所：福井県三方青年の家 研修室

【会議次第】
１ 開会 あいさつ
２ 来賓 あいさつ
３ 内容

（１）前回議事録の確認
（２）平成27年度活動報告および

平成28年度活動計画
並びに実施計画後3年間の実施評価

（３）その他
４ 閉会 あいさつ

平成２７年度

［1］
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三方五湖自然再生協議会

湖岸等の自然再生事業

自然再生護岸部会
［構成員］
部会長 ：増井増一（鳥浜漁業協同組合）

鳥浜漁業協同組合、海山漁業協同組合、南西郷漁業協同組合、日
本野鳥の会福井県嶺南ブロック、、吉田丈人（東京大学准教授）、西
廣淳（東邦大学准教授）、田原大輔（福井県立大学准教授）、福井県、
若狭町、美浜町
※事務局：福井県（自然環境課）

平成28年3月5日（土）
三方五湖自然再生協議会 第１回会議

今年度の活動結果

項目 日程 内容等

東京大学学生実習

自然再生事業

モニタリング実習

9月7日

～10日

東京大学学生 18名による調査

〇三方湖、久々子湖での湖岸形質の比較
沖、沿岸部〔6名）

〇三方湖・久々子湖での湖岸形態の比較
～水際の植生について～（6名）

〇久々子湖・三方湖の水際の環境・生物相

について（6名）

自然護岸再生部会

勉強会

2月25日

13時30分～

15時30分

勉強会講演内容 参加者 18名

「若狭町白屋地区における治山工事」

福井県嶺南振興局林業水産部林業事業課

課長 新谷 光雄 氏

「水辺の自然再生と生態系を活用した防災減災」

東京大学総合文化研究科広域システム科学系

准教授 吉田 丈人 氏

今年度の活動結果（様子）

〇東京大学学生実習(H27.9.7 ～9.10)

〔1班）三方湖、久々子湖での
湖岸形質の比較 沖、沿岸部

〔２班〕三方湖・久々子湖で
の湖岸形態の比較

～水際の植生について～

〔３班〕久々子湖・三方湖の水際
の環境・生物相について

 護岸のタイプ（自然護岸、コンクリート護岸、自然再生護岸など）ごとの生物多様性の特徴を
評価するための調査・研究を、各テーマごとに３つのグループに分かれて実施

 分析結果を発表し、地域の方々との意見交換を通じて、自然護岸の再生の在り方について考察

今年度の活動結果（様子）

〇自然護岸再生部会勉強会（H28.2.26)

勉強会講演内容 参加者 18名

「若狭町白屋地区における治山工事」

福井県嶺南振興局林業水産部林業事業課

課長 新谷 光雄 氏

 シカの食害により下層植生が消失し、表土が露出

大雨などによる土壌流出や森林の保水力の低下等

への対策手法の実証試験が紹介された

「水辺の自然再生と生態系を活用した防災減災」

東京大学総合文化研究科広域システム科学系

准教授 吉田 丈人 氏

 地球温暖化等の地球規模での気候変動にともなう

災害のリスクを低下させる手法としてグリーン

インフラを使った、防災減災の考え方等を紹介

参加者 18名

平成28年度 事業計画

項目 日程 内容等

年間モニタリング調査計
画案

４月

自然再生を行うべき場所のモ
ニタリングの実施すけジュー
ルの作成

市民参加型の現地視察

（4回程度）

４月～１１
月

河川および湖岸の現状を現地
確認

自然護岸再生部会の開催
通年

（随時）

自然再生護岸整備を優先すべ
き場所の検討
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三方五湖自然再生協議会

湖と田んぼのつながり再生部会
［構成員］
部会長 ：青海忠久（福井県立大学）

鳥浜漁業協同組合、ハスプロジェクト推進協議会、美しい鳥浜を創る会
五湖ゆうきの会、青海忠久（福井県立大学教授）、富永修（福井県立大学
教授）、武島弘彦（総合地球環境学研究所特任助教）、福井県、若狭町、
美浜町 ※事務局：若狭町（環境安全課）

湖と田んぼのつながり再生事業

平成28年3月5日（土）
三方五湖自然再生協議会 全体会議

今年度の活動結果（総括）

項目 日程 内容等

水田魚道

育成田の管理
通 年 年間を通した維持管理

採卵作業 ３月～７月 採卵日程データ収集

卵の導入

稚魚育成
４月～１０月 育成田での稚魚育成

モニタリング

調査
４月～１０月

育成田の環境調査、魚の育成調
査など

育成マニュアル

作成
３月 データ収集および編集 → 完成

今年度の活動結果（会議・研修会）

実施者打合せ会

日時 平成２７年４月２４日（金）１８：００~
会場 若狭町役場 三方庁舎事務室

→ 実施場所・手法・役割分担を決定

マニュアル活用研修会・部会会議

日時 平成２８年３月７日（月）14：００~16：00
会場 若狭三方縄文博物館 講座室

研修① 「水田での稚魚育成マニュアルの解説と活用について」

講師 ： 福井県立大学 教授 富永 修 氏

研修② 「三方五湖周辺フナ類の遺伝的特性について」

講師 ： 総合地球環境学 特任助教 武島弘彦 氏

今年度の活動結果（現地作業）

育成田の造成（鳥浜）

採卵の様子（三方湖周辺水路）

育成田の造成（気山）

育成田への卵の導入（鳥浜）

採卵の様子（三方湖岸）

稚魚放流調査（鳥浜）

今年度の活動結果（育成マニュアル作成）

「水田での稚魚育成マニュアル」の作成

これまでの取組により収集
したデータや育成ノウハウ
をとりまとめ。

シュロ法（人工産卵藻）を
用いた、水田での稚魚育成
技術を確立

上記内容を『育成マニュア
ル』として作成

平成28年度 事業計画

項目 日程 内容等

水田魚道

育成田の管理
通 年

・年間を通した維持管理

稚魚育成作業 ３月～１０月
・採卵・導入・モニタリング

稚魚生産量の増加 通 年
・育成マニュアルを活用

・育成田箇所の拡大

育成田協力者の拡大 通 年
・協力者の拡大PRを実施

育成マニュアルの

活用推進
通 年

・研修会の実施
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シュロ法の適用と効果

福井県立大学 井下 眞

○調査項目

シュロ法でのスケジュール

5月 6月 7月4月

田植え 除草剤 受精卵投入 水抜き（放流）

水
田
内

代掻き

河
川
・湖
沼
へ

田んぼの作業 シュロ法の作業

・卵を取る時期、場所
・稚魚の成長
・放流期待量
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三方湖周辺水路・河川での採卵調査

・5月に集中していた！

・水温が15～20℃の時
に産卵が多い

・フナが多い
4月 5月 6月3月 7月

水田での稚魚の成長
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フナの稚⿂なら
1ヶ⽉で30㎜に 

年度 設置卵数（粒）
放流量

個体数（尾） 重量（g）
2013 220,000 4,500 3,700
2014 90,000 1,300 1,400
2015 110,000 12,000 7,200

・1～2%、場合によっては
10%の稚魚が生産可能！

・稚魚は放流時には1個体
あたり1～1.5gまで成長

今後の発展に向けて

・取り組み水田を増やして、稚魚の生産を増やす

  休耕田の使用も視野に

・他の魚種についても応用できる

  希少種の成育場になるかも
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三方五湖自然再生協議会

外来生物等対策部会
［構成員］
部会長 ：富永修（福井県立大学）

鳥浜漁業協同組合、海山漁業協同組合、南西郷漁業協同組合、ハスプロ
ジェクト推進協議会、(NPO)世界に誇るラムサール湿地三方五湖を育む会、
富永修(福井県立大学教授)、吉田丈人(東京大学准教授)、西廣淳(東邦大
学准教授)、西原昇吾(中央大学)、加藤義和(京都大学)、福井県、若狭町、
美浜町 ※事務局：若狭町（歴史文化課）

侵略的外来生物への対策

平成28年3月5日（土）
三方五湖自然再生協議会 全体会

今年度の活動結果（総括）

項目 日程 内容等

かご網・定置(袋

網の設置
通 年 年間を通じた捕獲調査と駆除

参加型調査駆

除活動の開催
６月・１０月 地域住民参加型駆除活動

三方五湖外来生
物ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ

の作成

４月～３月 データ取集および編集

分布ﾏｯﾌﾟ・駆除

の手引きの作成
４月～３月 データ収集および編集

今年度の活動結果（会議）

部会

日時 ①平成２７年 ４月２６日（日）１３：３０~
今年の計画について

②平成２７年 ７月 ４日（日）１３：３０~
駆除状況とアンケートの結果について

③平成２７年１０月１７日（土）１３：３０~
調査報告と捕獲イベントについて

④平成２８年 １月１６日（土）１３：３０~
ガイドラインの作成状況について

会場 若狭町中央公民館 二階第一会議室

今年度の活動結果

写真

ウシガエル取り（６月６日）

外来魚バスター（１０月１７日）

写真

写真

駆除イベント（１０月２４日）

駆除イベント（１０月２４日）

写真

写真

駆除イベント（１０月２４日）

駆除イベント（１０月２４日）

写真

今年度の活動結果(ガイドライン等の作成)

「三方五湖外来生物対策ガイドライン」等の作成

これまでの取組により収集
した生態や捕獲ノウハウを
とりまとめ。

個体数変動を引き起こす要
因の調査。

※上記内容を『ガイドライン』

として作成。

※三方五湖に生息する外来生物
について分布状況や手引きの作
成。

平成28年度 事業計画

項目 日程 内容等

かご網・定置(袋

)網の設置
通 年

年間を通じた捕獲調査と防
除

駆除イベント ４月～１０月 地域住民参加型駆除活動

ガイドラインの

活用推進
通 年

・捕獲調査や防除の実施

・捕獲調査による検証
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H27.三⽅五湖⾃然再⽣事業
三⽅五湖外来⽣物対策ガイドライン

特に2009年に新たに侵⼊し急増し
ているブルーギルに関して

2016/3/5
福井県⽴⼤学海洋⽣物資源学部

三⽅湖のブルーギルの特徴1
季節的な移動に関して

越冬場

三⽅湖のブルーギルの特徴2
繁殖に関して

推定孵化⽇組成 前期・後期の割合

前期群の生き残りが多く、新しい集団の加入に重要

三⽅湖のブルーギルの特徴3
個体数の変動要因

ヒシ帯調査

三⽅湖のブルーギルの特徴3

スズキ消化管内容物個体数割合多くのブルーギル稚⿂がスズキにより捕⾷されている

個体数の変動要因

三⽅湖のブルーギルの特徴3
ヒシの少ない年

⇒生き残りが少ない

被食リスク：高

ヒシが多い年

⇒生き残りが多い

被食リスク:低
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今後の⽅針
ブルーギルモニタリング法の提案

◎どの時期に、どこで、どの程度 

時期… 6~8⽉ 10~12⽉

どこで… 4地点

どの程度… 5⽇間

個体数の推定・今後の予測

除去に関する提案
☆夏季には湖の東側で繁殖が⾏われる

⇒ 集中的にトラップを仕掛け除去

⼈⼯産卵床

定置網

☆冬季には⽔温の⾼い地点に集中する
⇒ 集中的にトラップを仕掛け除去

湧⽔流⼊地点

⽔路
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三方五湖自然再生協議会

外来生物等対策部会
［構成員］
部会長 ：富永修（福井県立大学）

鳥浜漁業協同組合、海山漁業協同組合、南西郷漁業協同組合、ハスプロ
ジェクト推進協議会、(NPO)世界に誇るラムサール湿地三方五湖を育む会、
富永修(福井県立大学教授)、吉田丈人(東京大学准教授)、西廣淳(東邦大
学准教授)、西原昇吾(中央大学)、加藤義和(京都大学)、福井県、若狭町、
美浜町 ※事務局：若狭町（歴史文化課）

三方湖におけるヒシへの対策

平成28年3月5日（土）
三方五湖自然再生協議会 全体会

今年度の活動結果（総括）

項目 日程 内容等

ヒシ調査 ４月・８月・９月 埋土種子・水質・航空写真

試験刈り取り ５月～８月
ワイヤーとハーベスターによる刈
り取り

ガイドライン

作成
４月～３月 データ取集および編集

今年度の活動結果（会議）

部会

日時 ①平成２７年 ４月２６日（日）１３：３０~
埋土種子調査の報告とワイヤー刈り取りについて

②平成２７年 ７月 ４日（土）１３：３０~
ヒシ試験刈り取りについて

③平成２７年１０月１７日（土）１３：３０~
ワイヤー刈り取りと航空写真の報告について

④平成２８年 １月１６日（土）１３：３０~
次年度の計画について

会場 若狭町中央公民館 第一会議室

今年度の活動結果（現地作業）

写真

ヒシ種子調査（４月２日）

ヒシ種子調査（４月２日）

写真

写真

ヒシ種子調査（４月２日）

ヒシ種子調査（４月２日）

写真

写真

水質調査（８月４日）

水質調査（８月４日）

写真

今年度の活動結果（ガイドライン作成）

「三方湖ヒシ対策ガイドライン」の作成

これまでの繁茂状況や影響
・取組をとりまとめ。

持続的で適正な管理方法を
検討。

※上記内容を『三方湖ヒシ対策

ガイドライン』として作成。

平成28年度 事業計画

項目 日程 内容等

ヒシの調査 ４月～９月 埋土種子・水質・航空写真

ヒシの刈り取り ４月～８月
適正な管理のための試験刈
り取り

ガイドラインの

活用推進
通 年

・ヒシの調査を実施

・調査による検証
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三方湖ヒシ対策ガイドライン
・ヒシの影響

●正の影響
・多様な水生生物の生息・生育空間
・アオコの発生抑制など

●負の影響
・漁業のための航路阻害
・湖辺に堆積するヒシの枯死体から発せられる悪臭
・ヒシ帯における水中の貧酸素による生態系への
悪影響、など

適切な個体数管理に向けたガイドラインの作成

近年、ヒシが急激に分布拡大

（１）はじめに
ガイドラインを作成する目的

（２）現状の整理
三方湖におけるヒシの繁茂状況
ヒシの繁茂による生態系、産業、生活環境への影響
・自然環境への影響
・漁業への影響
・生活環境への影響
これまでのヒシ対策

（３）これからの管理に向けて
ゾーニングによるヒシの刈り取りの実施
ヒシの刈り取り方法（機械刈り／ワイヤー刈り／手刈り）
刈り取ったヒシの堆肥化の検討
モニタリングと順応的管理、ガイドラインの見直し

※巻末に、実施計画を
抜粋して掲載

ガイドラインの内容

ゾーン１
（目標）「ヒシはまばらか分布しない」 ⇒可能な限りヒシを刈り取る
ゾーン２
（目標）「ヒシはまばらか分布しない」 ⇒可能な限りヒシを刈り取る
ゾーン３
（目標）「ヒシが湖面を自然に繁茂する」 ⇒刈り取りなしか、部分的に刈り取る

ゾーン１ ゾーン２ ゾーン３ 

航行／湖水の
流動性確保

枯死体が堆積
しない／湖面
が見える

湖岸植生の
代替

ヒシの刈り取り
場所の優先順
位を検討

ヒシの機能を
積極的に活用
することも考慮

ゾーニングの考え方の導入

進行方向

単管（船にワイヤーなど装備を固定）

垂直方向のワイヤー（水平方向のワイヤーをつなぐ
とともに、単管と鉄棒を結ぶ）

鉄棒（重り）

水平方向のワイヤー（ヒシの茎を切断）

小型船舶

手刈り 機械刈り（ハーベスター号）

ワイヤー刈り

ヒシ回収 ヒシ回収

ヒシ回収しない

ヒシの刈り取り方法

ヒシの種子が含まれていても、チッパーシュレッダーで
粉砕すれば、1～2ヶ月で堆肥化可能

材料：含水率60 ％のヒシ、もみ殻、米ぬか
（重量比8：1：1）

・備考
①含水率を60％に減少させるための天日干し
②ヒシの種子の粉砕
③場所

ヒシの堆肥化
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3

（１）モニタリングの実施
ヒシの分布状況の把握
ヒシの刈り取り効果の評価
ヒシの刈り取りによる水質（特にアオコ）への影響評価

（２）順応的管理
現在の管理計画の効果を検討し、その結果に基づいて
次の計画を立案する順応的管理に基づいて実施

（３）ガイドラインの見直し
ヒシは正または負の影響をもたらすことから、代替植生
としての維持と被害対策の両方を両立できるよう推進
そのため、ヒシ管理の効果を検証するとともに、新たな
科学的知見の蓄積に応じて、定期的に本ガイドラインの
見直しと改訂を行う

モニタリングと
順応的管理・ガイドラインの見直し

［10］
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三方五湖自然再生協議会

シジミのなぎさ部会
［構成員］
部 会 長：武田豊（南西郷漁業協同組合）
副部会長：吉田善信（海山漁業協同組合）
南西郷漁業協同組合、海山漁業協同組合、ラ・しじみ、久々子湖水明化
委員会、青海忠久（福井県立大学副学長）、吉田丈人（東京大学准教
授）、福井県、若狭町、美浜町

※事務局：美浜町住民環境課

シジミのなぎさ部会

平成28年3月5日
全体会議

平成２７年度の取組結果

分類 項目 日程 内容等

部 会

自然再生事業モニタリング実習
成果報告・意見交換会への参加

H27.9.9

東京大学と県立大学の学生による「三
方湖及び久々子湖における生物多様
性調査（自然護岸、再生護岸、ｺﾝｸﾘｰﾄ
護岸等）」の成果報告

部会会議 H27.11.20 事業の進捗、次年度以降の取組み

シジミ研究発表会 H27.11.20 県立大学 青海研究室による研究発表
※久々子湖周辺住民

モニタリング

シジミ調査、分析
（県立大学：青海研究室）

H27.4～
H28.3

生息環境調査（潮位変動、波、塩分他）
安定同位体比分析による食性解析
成長速度の調査 他

水質調査（年６回）
H27.8～
H28.2

生活環境調査
（久々子湖、日向湖、久々子湖流入河川）

シジミの生息
環境整備

浅場造成（総合体育館付近） H28.1 客土搬入、敷均し、砂止め

生息調査

H27.6.7 稚貝の生息状況（サイズ、密度等）
（南西郷漁業協同組合）

H28.3（予定）
稚貝の生息状況（サイズ、密度等）
（久々子湖水明化委員会）

平成２７年度の活動経緯（シジミ調査①）

調査期間：平成２５年度～平成２７年度

調査場所：久々子湖

調査主体：福井県立大学 青海研究室
＜調査項目＞

① ヤマトシジミ生育場としての環境調査

② ヤマトシジミの分布及び現存量調査

③ 運動公園前浅場での定期的なサンプリングによる分布密度、

成長、成熟過程の追跡

④ かご飼育による個体識別したヤマトシジミの成長過程の追跡

⑤ 安定同位体比分析によるヤマトシジミの食物源の推定

⑥ カモ食害推定調査

⑦ 遊覧船の起こす波浪観測

平成２７年度の活動経緯（シジミ調査②）

＜分析結果＞

① 久々子湖の水質と底質について

真夏の高水温・高塩分を除き、良好な水質環境が維持されている。

久々子湖の底質は水深１ｍ以深では生存に適さない。

⇒久々子湖では水深１ｍ未満の湖岸にヤマトシジミが分布

② ヤマトシジミの成長について
・主に４月から８月に成長

⇒久々子湖のヤマトシジミは、秋と春に産卵し、秋産卵の着底稚貝は冬の間成長が

停滞したのちに、春産卵の稚貝とともに４月から８月に急激に成長

・１０月から１１月にかけて個体数が激減したが、同時に殻長１㎜以上の稚貝が出現

⇒１０月下旬に飛来するカモ類が滞在中に９０％以上食害しているのではないかと

推察

③ その他
・ヤマトシジミは、主に底質の土壌有機物を食物源としていると考えられた。

・遊覧船の起こす波は、現状の低速運転を守る限り、それほど悪影響をもたらさない。

平成２７年度の活動経緯（シジミ研究発表会）

開催期日：平成２７年１１月２０日（金）

参加団体：久々子湖周辺住民
南西郷漁業協同組合、久々子湖水明化委員会、ラ・しじみ、久々子女性の会他

平成２８年度計画

課 題

・久々子湖に生息する生き物とシジミとの関係

・久々子湖特有の地方個体群保全のための実態解明
と増殖方法の検討

目 標

・シジミを自然再生のシンボルとして位置づけ

・久々子湖の生物多様性の保全

達成水準

・シジミと周辺の生物環境との関わりの研究、解明

・久々子湖特有の地方個体群保全のための実態解明

・久々子湖の自然再生に係る取組みについて情報発信

［15］


